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   吉原雀／舌出し三番叟
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   《幸魂奇魂》より （作詞：松本隆　作曲：藤舎貴生　作調：藤舎呂悦/藤舎貴生）
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《プログラム》 《ディスコグラフィー》

ぬなかわ ひ め や また おろちあめ いわ や と レコード大賞企画賞受賞アルバム「幸魂奇魂　古事記より／藤舎貴生」
はまさに日本人としての原点であり、生きるエネルギーの源です！

富澤一誠（音楽評論家）

今年の〈第54回日本レコード大賞〉の部門賞が決定しました。そんな中で〈独創的な企画意図をもって制

作され、それによって成果を上げ、音楽文化の発展に大きな貢献をした作品に贈る〉"企画賞"が6作品に決ま

りました。

6作品はいずれもアイデアに富んだ企画性があって「さすがは企画賞！」とうならせるものがありますが、

「幸魂奇魂　古事記より」は、レコード大賞"企画賞"の趣旨に最もそった作品です。（・・・中略・・・）純邦楽とい

うことで始めは腰がひけてしまったのですが、聴いて良かったのは思っていた以上にわかり易いということ

でした。作詞家の松本隆が難解な「古事記」をわかり易い口語詞にして、そこに横笛奏者の藤舎貴生が曲を

つけて、長唄・清元・謡曲といった日本の伝統的な唄や和楽器を駆使し、加えて市川染五郎、若村麻由美の

朗読をコラボレーションして、「古事記」を現代の"音楽劇"に仕上げています。このCDを聴き終ったとき、そ

の音楽劇を通して、私は「古事記」の世界を理解することができたのです。「古事記」を知って、私は日本人と

しての誇りを取り戻し、この国に生まれて生きていくということを今、強く自覚しています。「幸魂奇魂　古事

記より／藤舎貴生」はまさに日本人としての原点であり、生きるエネルギーの源なのです。





Artist & Pro�le

1965年東京生まれ。長唄を今藤政太郎、今藤美知に師事、長唄囃子を四世藤舎呂船、藤舎せ
い子に師事。68年3歳で初舞台。92年に今藤政貴の名を許され、以後、長唄を中心に古典、創作
の唄い手として活動。主な活動の場は、国立劇場、紀尾井ホール等の各公演や、歌舞伎、NHK
放送番組等。

今藤政貴 Masaki Imafuji ［唄］

1973年生まれ。京都市出身。長唄今藤流唄方。79年今藤文子に師事し、長唄（唄、三味線）を修
行。88年より藤舎呂船に師事し、長唄囃子（小鼓、大鼓、太鼓）を修行。長唄演奏家として長唄
演奏会のほか、日本舞踊公演、NHKテレビ、ラジオ等に出演。長唄古典曲のみならず、他の
ジャンルの作曲家による創作曲にも出演。

今藤長一郎 Cho-ichiro Imafuji ［唄］

1972年東京生まれ。77年今藤政太郎師に入門。90年今藤政子の名を許される。94年東京芸術
大学邦楽科を長唄囃子専攻で卒業。卒業後は長唄唄方に専念。以後、国立劇場、紀尾井ホー
ル、NHKなどに出演。長唄協会の普及育成委員会・長唄と教育をデザインする委員会に所属。
国立音楽大学非常勤講師。

今藤政子 Masako Imafuji ［唄］

1967年東京生まれ。幼少時より三味線に親しみ、74年杵屋栄敏郎師に師事。80年二代目杵屋
栄八郎の名を許される。学生の頃より学業の傍ら歌舞伎公演等に出演、本格的に舞台活動を
始める。東京芸術大学別科課程修了。文化庁主催中国公演や愛知万博、歌舞伎座、国立劇
場、そのほか舞踊会、歌舞伎公演等にて現在活躍中。

杵屋栄八郎 Eihachiro Kineya ［三味線］

1969年生まれ。79年今藤綾子師に入門。85年今藤長龍郎の名を許される。91年東京芸術大学
音楽学部卒業。在学中より笛を伯父藤舎名生師に師事。現在、長唄三味線方として演奏活動
のほか作曲活動も展開。長唄五韻会同人。創邦21同人。現代邦楽作曲家連盟同人。東京芸術
大学非常勤講師。国立音楽大学非常勤講師。

今藤長龍郎 Chotatsuro Imafuji ［三味線］

幼少より両親を通じ三味線、民謡などに親しみ、澤田勝成師より津軽三味線を習得。2008年に
は最高位の仁太坊賞を受賞。高校時代より長唄を杵屋勝幸恵師に入門、東京芸術大学を卒業
し、現在は杵屋勝十朗の名で、歌舞伎公演、舞踊会、メディア、海外公演等幅広く活動。09年に
CDアルバム「しゃみ鍋」をフォンテックから発売。

杵屋勝十朗 Katsujuro Kineya ［三味線］

昭和36年広島県呉市生まれ。10歳の頃、邦楽長唄囃子を藤舎流・藤舎呂秀に師事。舞台は
12歳の時に大阪の北御堂ホールにて。そののち18歳で東京芸術大学邦楽長唄囃子別科に
入学。昭和62年、藤舎円秀の名を許され、歌舞伎公演、海外公演、舞踊会、長唄演奏会等で
活躍する。

藤舎円秀 Enshu Tosya ［囃子］

1961年生まれ。86年藤舎流宗家藤舎せい子に藤舎清之の名を許され職分となる。長唄を今藤
政太郎に師事。歌舞伎、日本舞踊、演奏会等、古典を中心に活動。他のジャンルでは有吉佐和
子作、和製ミュージカル「山彦ものがたり」、小椋佳作「一休恋慕」等の囃子をつとめる。2003年
より日本舞踊と囃子をテーマにした「清の会」を主宰。

藤舎清之 Kiyoyuki Tosya ［囃子］

昭和50年東京生まれ。邦楽囃子を祖父四代目堅田喜三郎に、長唄三味線を祖母杵屋勝錦久
に手ほどきを受ける。青山学院大学卒業後、堅田新十郎に師事し、平成16年五代目堅田喜三
郎を襲名する。囃子勉強会［若獅子会］、長唄勉強会［如月会］に参加。現在、会津東山温泉芸
妓組合の鳴物指導を行う他、演奏会、舞踊会などにて活動中。

堅田喜三郎 Kisaburo Katada ［囃子］

梅屋福三郎師に師事。東京芸術大学卒業。2006年モスクワにて邦楽演奏、指導。08年国際交
流基金助成事業としてボストンにて公演。中村勘太郎・七之助錦秋特別公演に出演。大河ドラ
マ「江」、NHK時代劇「オトコマエ！」「花の誇り」「塚原卜伝」などに出演、演奏。現在、舞踊公演
や演奏会を中心に活動中。

梅屋喜三郎 Kisaburo Umeya ［囃子］

東京都出身。筝曲・地歌を初代及び米川敏子に師事。成城大学文芸学部芸術科卒業。NHK邦
楽技能育成会、第39期卒業。1988年文化庁芸術家国内研修終了。98年文化庁芸術インターン
シップ研究生に認定。今藤政太郎の長女。政貴の妹。4世藤舎呂船の孫。現在、邦楽や日本舞
踊、またリサイタル等幅広い活動を行う。

中川敏裕 Toshiyu Nakagawa ［箏］

神奈川県出身。1987年より筝曲宮城杜大師範・砂崎知子氏に師事。東京芸術大学音楽学部邦
楽科卒業、及び同大学音楽研究科修了。ライブやリサイタル等の自主企画公演は16回を数え
る。海外公演やテレビ、ラジオ出演、編・作曲や音楽監修、コンクール審査委員等演奏以外に
も幅広い活動を行う。2012年文化庁芸術祭賞〈優秀賞〉を受賞。筝曲三軒会主宰。

高畠一郎 Ichiro Takabatake ［箏］

1980年生まれ。地元福岡を中心に活動後、2004年に「英哲風雲の会」に参加。平成18年度文化
庁芸術国内研修生として、太鼓奏者・林英哲、金春流能楽囃子太鼓方・桜井均、和泉流狂言
師・小笠原匡に師事。現在は林英哲に師事の元、ソロとしても活躍。11年シンガポールで初め
て、ソリストとしてオーケストラと共演した。

田代誠 Makoto Tashiro ［太鼓］

※出演者が一部変更になる場合があります。


